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１．はじめに‐問題の所在‐ 

（１）学習指導要領から  

 中学校学習指導要領(2008)の歴史的分野の

目標では，資料活用能力として「歴史上の人

物や文化財，身近な地域の歴史などの様々な

資料を活用し多面的・多角的に考え，公正に

判断し，表現する」力の育成を求めている。   

同時に学習指導要領では，さまざまな歴史

的事象を多面的・多角的に考え，広い視野で

歴史を理解していくことを求めている。その

ために学習過程で，さまざまな資料を活用し，

生徒により歴史の解釈の多様性を具体的に学

ばせることが必要となる。そして，最終的に

は社会科の大きな目標である公民的資質を身

につけさせ，社会に関心を持たせ，意欲的に

学習する態度を身につけてさせていくことに

つながる。一方で，「各種の資料から必要な情

報を集めて読み取ったりしたことを的確に記

録し，比較・関連付けながら再構成する学習」

や「考えたことを自分の言葉でまとめ伝え合

うことにより，お互いの考えを深めていく学

習」を展開することで言語活動の充実を目指

す，としている。 

 

（２）PISA 調査から 

文部科学省(2005)『読解力向上プログラム』

によると，OECD による生徒の学習到達度調

査(PISA 調査)では，読解力を「自らの目標を

達成し，自らの知識と可能性を発達させ，効

果的に社会に参加するために，書かれたテキ

ストを理解し，利用し，熟考する能力」と定

義している。その中で，PISA 調査(2003)の結

果として，我が国の生徒は「テキストの解釈，

熟考・評価」に課題がある，「自由記述(論述)

の設問」に課題があるという分析がなされて

いる。課題として示された PISA 型「読解力」

は，社会参加等に関わることから，社会科と

の関連が深いといえる。 

 

２．研究の目的 

本研究では，先述した(1)(2)で示した問題意

識から，中学校歴史学習において授業の中で

生徒同士が歴史的事象に関する複数の資料を

活用して比較・検討するグループ活動を中心

に据え，そこでの歴史資料の読解を通して生

徒に新しい歴史認識に気付かせる歴史授業の

あり方を探ることを目的とする。  

 

３．研究の方法  

 

 

 

 

授業で用いたワークシートに書かれた生徒

の記述の分析から，一時間の授業の展開部分

で始めに生徒の個人活動で資料を読解させ，

その後グループ活動での意見交換を経て，最

終的に個人活動に移った際の考えの変化や新

たな気付きについて考察した。 

 

４．内容 

（１）先行研究から 

中学校学習指導要領(2008)第 2 節社会の歴

史的分野「3 内容の取扱い」の部分には「気

付かせる」という語句が頻出する。歴史的分

野における「気付かせる」という表現は，地

理的分野や公民的分野と比較すると，特に多

い。このことは，歴史的分野の学習において，

教師が，生徒の「気付き」に留意しなければ

ならないことを示していると考えられる。 

・実習校…甲府市内公立中学校  

・実習期間…2015 年 6 月～12 月（週 1~2 回）  

・授業実践…対象：2 年生 1 クラス（27 名）  

 日時：11 月 12 日（木）  

・授業内容…ペリーの来航と開国（教育出版） 

 



そこで，生徒に「気付かせる」ための指導

手順を図１のように整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．「気付かせる」ための指導手順  

 

生徒に「気付かせる」ためには，山口  (2013)

によると，まず「気付くための準備をさせる

ことが必要」であり，「自分の認識に対してあ

る種の疑問が生じ ,その疑問について考えよ

うとしている状態にさせること (山口，2013)」

が重要である。そのためには，「既習の学習内

容を思い出させたり，具体的な事象を提示し

たりして，生徒に認識を自覚させる，または

生徒の認識を揺さぶり，別の視点を与えるこ

とができる資料提示を行う(山口，2013)」こ

とによって，教師は生徒に認識に対する疑問

をもたせる働き掛けを行わなければならない

と考える。 

さらに「適切な発問や資料提示，教材・教

具や学習形態の工夫などによって，自覚した

認識に働き掛けたり，疑問を解決するヒント

を与えたりする材料を提示して気付かせる

(山口，2013)」ことが考えられる。 

図１のように，教師側が気付かせる準備を

する働き掛けを行った上で，再度気付かせる

材料を提示するという手順を踏むことで，生

徒たちは気付くことができると考える。 

（２）授業の展開時における「気付き」を生

かした学習指導の手順 

実習での授業実践において，一時間の授業

の中の「展開」時での生徒の「気付き」の変

化について考えた際，図 1 をもとに考えると

図 2 のような学習指導の手順で考えていくこ

とができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

図２．展開時の「気付き」を生かした  

学習指導の手順  

 

まずは，課題意識を持てていない（気付け

ていない）状態の生徒に対して，教師側が既

習の学習内容の復習や資料提示等を行うこと

によって，生徒自身の認識を自覚させたり，

自分なりのイメージをもたせたりして，気付

く準備をさせる。その上で，再度教師側が認

識やイメージと異なる，または矛盾する資料

提示を行い，疑問点や矛盾点に気付かせたり，

事象を実感できるような資料を提示すること

により，生徒に今まで自覚できていなかった

認識に気付かせたりすることで課題意識を持

たせることをねらう。 

 

（３）社会科での「資料」の位置づけ 

 社会科は，社会認識を通して市民性を育む

教科である。 

社会科の授業では多様な種類の資料を扱う。 

社会科の学習において，生徒の考える力を育

てるための道具の一つとして「資料」が位置

気付かせる材料の提示 

教師の働き掛け  生徒の状態 

気付かせる準備  

・認識を自覚させる 

・疑問を持たせる 

気付いていない  

気付く準備ができる 

・認識を自覚する 

・認識に疑問を持つ 

気付く  



づくと考えられる。 

 

①『特定の課題に対する調査(社会)の結果』から 

『特定の課題に対する調査(社会)の結果』

(図３)から，授業において「多様な資料の中

から問題を発見すること」や「読み取った内

容から考えること」に課題があることが指摘

されている。また，問題解決的な学習の過程

において，資料から問題を見出す力が十分で

ないということが指摘されている。  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３.『特定の課題に関する調査(社会)』 

  （国立教育政策研究所 2008）より 

 

このような結果を受けて，資料を読み取る

力を育成するためには，自分の知っているこ

とや，既習事項，友だちの考えなどと比べて

考えたり，複数の資料からどのようなことが

いえるかを考えたりする活動が有効であると

考える。生徒にとって考え方を揺さぶるよう

な意外性のある資料を教師が提示し，生徒自

らが資料から多くの情報を取り出せるように

なることが重要なことであると考えた。 

 

②資料読解の意義 

資料を読み解くことは，資料から得られる

情報を取り出すことである。そして，取り出

した情報をもとにして，社会的事実や事象の

意味を理解することが社会科の学習である。   

そして，社会科の学習をより充実させるた

めには，生徒たちが情報を取り出す力を育成

していくことが大切である。さらには，複数

の資料を比較したり関連づけたりしながら情

報を取り出すことも，生徒たちが自ら学習を

進める上で求められる力であると考えられる。 

そういったことからも，「資料を読解する」

ことは，単に資料を読むことに終始するもの

ではなく，資料を解釈・熟考し，建設的に批

判しながら利用し，社会参加に生かすことを

目指すものであると考えることができる。  

北（2005）は，社会科の「読解力」を次の

ように定義している。 

 

 

 

 

 

このように，資料に即して「読解力」育成

を図ることが社会科の特性といえる。  

 

（４）社会科におけるグループ活動 

 グループ活動は，社会科の教科目標を達成

するために非常に重要な活動である。  

中学校社会科の目標である「公民的資質の

基礎」という観点から，仲間の発言を聞き，

新たな考えに気付き，仲間の発言内容につい

て考えること，それらを活用して自分自身の

考えを吟味することこそが社会科授業におけ

るグループ活動の最大の意義であると考える。 

また，グループ活動の意義は，自分とは異

なる考えや立場があることに気付いたり，自

分の考えの誤りや不十分さに気付いたりする

ことでもある。それには，グループ活動を通

して学習内容を深めることが大切である。  

そのために教師は，生徒それぞれの考え・

気付きの事実や理由に焦点を当て，生徒同士

がお互いの考えの妥当性や公正性を吟味・検

討していく場面を設定することが重要だと考

える。 

 

①歴史学習にグループ活動を取り入れる意義 

社会科の中でも特に歴史学習においては，

歴史事象が多様な側面を持っているため，生

徒の解釈も多様になる。そのため，グループ

①資料に当たって，問題解決しようとする意思力 
②資料から事実を公正かつ多面的にとらえる力 
③事実を操作し全体的な傾向や特色を考える力 
④学習問題を解決に導く力  
⑤資料の限界性に気付く力 



活動による話し合い・学び合い活動を通して，

歴史事象をさまざまな角度・視点から考察す

ることで，生徒個々の考えが裏付けられたり，

これまでになかった新たな歴史認識が「気付

き」として得られたりすると考えられる。 

さらに，グループ活動を通して生徒が自ら

の解釈を再考するとともに，学習過程を振り

返って自己の学びの変容を自覚することで，

生徒自身の持っていた歴史認識の深まりを実

感させることができると考える。 

したがって，歴史学習において，グループ

活動は生徒同士お互いの考えを伝え，受け止

めることで，新たな見方や考え方に気付かせ

ることに有効な学習手段だといえる。 

 

②新たな気付きを得るための学習形態の工夫 

今回，一授業時間内で行った新たな気付き

を得るための学習形態の工夫は以下の図４の

ようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

図４．一授業の時間内における新たな気付きを

得るための学習形態の工夫  

 

一時間の授業の流れとして，まず初めに全

体で今回の授業の学習課題の共有や，扱う資

料の説明などを行う。次に，個人活動で自他

の考えとその理由や根拠を明確にさせる。 

その後，その時個人活動で構築された生徒

個々の考えや認識を生徒同士がグループ活動

の中で意見交換を行い，多様な解釈や異なる

視点に触れる。そして，最終的な個人活動で

改めて自分の考えを再構築させる。 

このような展開で授業を行うことで，歴史

学習における新たな「気付き」が得られると

考える。 

 

（５）資料読解をグループ活動で行う意義  

 個人で考えたことを確かなものにするだ

けでなく，他の人の意見や考えを聞くことで，

新しい事実や意味・考えに気付いたり，新し

い疑問や課題に出会ったりでき，その中で自

分の考えや認識を練り上げ，再構築していく

ことができると考える。 

さらには，物事は多面的に捉えることが重

要であり，特に歴史学習において「歴史の解

釈は一つではない」ことに気付く意味におい

ても，資料を読み解く際に，自分とは異なる

視点に気付くことは，個人での考えの客観性

や正統性を高める手立てとなる。 

したがって，グループ活動を授業の中に取

り入れ，生徒同士の意見交換の中で資料を読

解していくことによって，自分にはなかった

考えや「新たな気付き」が得られると考える。  

以上，これまで述べてきたことを踏まえて，

次節からは筆者が今回実習で行った授業実践

について検討していく。 

 

５．授業実践の実際 

（１）ワークシートの分析１ 

図５，図６が授業実践の際のワークシート

である。ワークシートは図５のような段階を

意識した構成でワークシートを作成した。 

この授業では，図６のように授業の展開部

分で個人活動①→個人活動②→グループ活動

→全体で共有→個人活動③という流れで進め

ることで，最終的に生徒の気付きにどのよう

 

全体学習 

個人活動 

個人活動 

グループ活動

動 

資料の提示や説明 

学習課題の共有  

自分の考えや主張を 

整理し，その根拠も考える  

自分の考えや解釈を意見 

交換し，違う視点と出会う 

グループでの活動を受けて， 

改めて自分の考えを再構成する 



な変化があり，どのような新しい考えが生ま

れ，気付きが得られたかが教師・生徒ともに

一目で分かるような構成のワークシートを用

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．ワークシートの構成（A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人活動①…「アメリカ大統領の国書」の

資料と「老中であった阿部正弘が開国要求に

対して非常に悩み，大名に意見を求めた」資

料の２つ（図７，８）を提示し，個人で「開

国」と「攘夷」のメリット・デメリットを整

理させた。 

 

 

 

 

 

 

 

図７．「アメリカ大統領の国書」の資料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人活動②…生徒に「開国」か「攘夷」か

のどちらかの立場を選択させた。 

メリット・デメリットを整理させる意図と

しては，資料を読み解く過程で自分の考えを

構造化し，明確にすることがそれぞれの生徒

の考えを確立していく上で重要だと考えたか

らである。そして，迷っている場合も含めて，

どの立場を主張するか，そしてそう考えた理

由について考えさせた。 

 

グループ活動…教師側が「開国」と「攘夷」

のそれぞれの葛藤する資料を提示した。  

 
図６．ワークシートの構成（B) 

 

図８．「老中であった阿部正弘が開国要求に  

対して非常に悩み，大名に意見を求めた」資料  

 

 

個人活動① 

個人活動② 

個人活動③ 

グループ活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９．開国したことによるデメリットの資料  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０．開国したことによるメリットの資料  

 

ここでは，グループで意見交換をしながら，

それぞれの生徒の考えを出しあい，それぞれ

の生徒の新たな考えや主張に気付くことや，

自分と同じ考えでも違った視点で捉え直し，

自分の考えや認識を再構築していくことをね

らいとした。 

グループ活動の際，グループでの意見をホ

ワイトボードに書き出させた。その後，ホワ

イトボードを黒板に貼り，全体での共有化を

図った。 

 

個人活動③…グループ活動を経て，改めて

自分の考えが変化したか，考えが深まったか

を見取ろうとした。その際，グループ活動で

多くの意見を交流させ，多様な考えが出てく

る中で自分にはなかった視点に「気付く」こ

とを意識した。 

 

（２）ワークシートの分析２  

ここからは具体的な生徒の記述から考察し

ていく。ここでは，最初の主張した立場から，

グループ活動を経て，その後の自分の主張が

変わった生徒（A）と，変化はなかったが，

新たな気付きが得られ，考えが補強された生

徒（B）について取り上げる。  

 

（Ⅰ）自分の主張が変わった生徒(A) 

個人活動②の部分では，以下のような記述

がみられた。 

 

 

 

 

 

この生徒の場合は，初めは「開国」を主張

している。その理由として，「世界の情報を取

り入れ，日本を発展させていくべきだと思う

から」と自分の考えに対して根拠を持って主

張できていた。この段階で自分の主張が明確

であると，グループ活動での新たな「気付き」

が得られやすいと考える。 

グループ活動の部分では，このような記述

がみられた。 

 

 

 

 

 

 

グループ活動を行うにあたって，教師側が

「開国」と「攘夷」のそれぞれの葛藤する資

料を提示した。それをもとにしながら自分と

は異なる立場の意見もまとめつつ，自分と同

個人活動②での記述 

グループ活動での記述 



じ考えの違った視点についても書いているこ

とが分かる。この記述が次の個人活動③につ

ながると考えられる。  

個人活動③の部分では，以下のような記述

がみられた。 

 

 

 

 

 

上のような変化から，この生徒は，グルー

プ活動を通して，多くの解釈や立場を加味し

ながら，これまで持っていなかった考えに新

しく「気付く」ことができたと考えられる。    

その結果，当初明確だった主張が揺らぎ，

異なる視点からこれまでの主張を見直すこと

でこの主張へ行き着いたと考えられる。 

この生徒の授業を通した感想では，授業で

ねらっていたことを表すような記述がみられ

た。 

  

  

 

 

 

 

 

振り返りの感想を見ていくと，この生徒は

「最初はメリットが多く，迷わず開国すべき」

だと考えていたが，グループ活動で多様な考

えに触れていく中で，「開国してはいけない気

がしてきた」というような記述に変わってい

る。つまり，授業を通して，生徒(A)の意見が

グループ活動で再構築され，新しい「気付き」

が得られたと考えられる。 

 

（Ⅱ）主張に変化はなかったが，新たな  

気付きが得られ，考えが補強された生徒(B) 

個人活動②の部分では，このような記述が

みられた。 

 

 

 

 

 

この生徒は「アメリカ人に対して断れば攻

撃を受けた上で要求を飲まされ，支配を受け

る危険性が高い」と考え，「開国」を主張して

いる。しかし，「極力話し合いを頑張る」とい

う記述も見られたことから，この時点で異な

る視点を持つことができていると考えられる。 

グループ活動の部分では，以下のような記

述がみられた。  

 

 

 

 

 

 

初めに主張した「開国」についてこの生徒

は多くの新たな視点を得ることができ，さら

に，異なる「攘夷」の立場についてもこれま

で持っていなかった考えを記述することがで

きている。このようなことから，この生徒に

とってグループ活動を通して自分とは異なる

認識や新しい「気付き」を得ることができた

と考えられる。  

個人活動③の部分では，以下のような記述

がみられた。 

 

 

 

 

グループで出た意見をもとに，改めて考え

を選ばせたが，この生徒の主張は変わらなか

ったことが分かる。しかし，同じ主張であっ

ても，グループ活動を経た後の考えには何か

しらの新しい「気付き」や視点が補強され，

多くの意見を総合させたり，集約させたり，

取り入れたりした結果として，この考えに辿

個人活動③での記述 

 

授業を通した 

感想の記述 

個人活動②での記述 

グループ活動での記述 

個人活動③での記述 

 



り着いたと思われる。それを表すような記述

が授業を通した感想に書かれていた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは，生徒(B)の「開国」の主張とそれ

とは異なる「攘夷」の主張の両方の考えが盛

り込まれた記述になっている。「開国」という

主張に対しても，「結果として日本は不利な要

求をされたりと悪いこともあったが」という

ように当初の考えにはなかった違う角度から

捉えることができ，生徒(B)の考えが補強され

ていることが読み取れる。また，「もし開国し

なかったとして，戦争になったかわからない

が，もしなったとすればおそらく日本は負け

ていただろうと思う」という記述から，「攘夷」

の立場に対しても生徒 (B)自身の認識にはな

かった新たな「気付き」が得られたと考えら

れる。 

 

６．成果と課題 

 本研究では，中学校歴史授業における新た

な「気付き」に着目し，それを可能にする授

業形態の工夫や必要な力について，生徒の記

述したワークシートをもとに分析した。 

成果として，生徒(A)，(B)の記述から，生

徒たちはさまざまな資料を多面的・多角的に

検討しあうことで，歴史の解釈は一つではな

く，多くの視点から成り立っていることを学

び，生徒同士でのグループ活動を通して新た

な「気付き」が得られたことがうかがえる。  

しかし，グループ学習に馴染めない生徒に

ついてどのような手だてが取れるか，また，

提示する資料をどのように精選していくかと

いったことが新たな課題として生じてきた。 

また，本研究は本来，一時間の授業での成

果だけでの取り組みではなく，一単元を通し

ての変化や長期的なスパンで見とっていくこ

とが重要だと考えるが，それは来年度の課題

としたい。 

 

７．おわりに 

生徒に資料を読解する力をつけさせ，歴史

の解釈の多様性を理解させるとともに，グル

ープ活動による資料読解を通して生徒が新た

な気付きを得ることができる授業を創造する

ことをねらいとして本研究テーマを設定して

取り組んだ。しかし，振り返ってみるとその

ための実践や分析は十分だったとは言えない。 

今後の課題として，多くの授業経験を積む

中で，生徒が歴史的事象を多面的・多角的に

考え，広い視野で歴史を理解していくために

は，どのような授業形態の工夫が可能であり，

どのような資料が適切であるのかについて考

えながら，よりよい歴史授業のあり方につい

て模索し続けていきたい。 
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